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【手続補正書】
【提出日】平成25年10月15日(2013.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラノラジンを含む、VGSC発現癌における転移挙動を減少または防止するための、組成物
。
【請求項２】
　癌が乳癌である、請求項1に記載の組成物。
【請求項３】
　癌が前立腺癌である、請求項1に記載の組成物。
【請求項４】
　リルゾールを含む、癌細胞を直接死滅させることなく、VGSC発現癌における転移挙動を
減少または防止するための、組成物。
【請求項５】
　癌が乳癌である、請求項4に記載の組成物。
【請求項６】
　癌が前立腺癌である、請求項4に記載の組成物。
【請求項７】
　範囲1μmol～10μmolに対応する投薬量レベルで投与するための、請求項1から3のいず
れか一項に記載の組成物。
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【請求項８】
　範囲1μmol～10μmolに対応する投薬量レベルで投与するための、請求項4から6のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　電位依存性ナトリウムチャネル電流の一過性部分を排除することなく、該電流の持続性
部分を少なくとも減少させる効果を有する薬物を含む、VGSC発現癌における転移挙動を減
少または防止するための、組成物。
【請求項１０】
　癌が乳癌である、請求項9に記載の組成物。
【請求項１１】
　癌が前立腺癌である、請求項9に記載の組成物。
【請求項１２】
　細胞を死滅させない、請求項9から11のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　増殖に実質的に影響を与えない、請求項9から12のいずれか一項に記載の組成物。
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